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　令和７年11月定例月議会で審議した市長提出議案27件、議員発議案１件について、全議案とも原案ど
おり可決されました。

・予算案件（令和7年度補正予算）	  10件
・条例案件	 14件
・その他案件	 ３件

市長提出議案（第70号議案～96号議案）

令和７年11月定例月議会の概要　日程：11月25日～12月18日（24日間）

第70号議案～第84号議案 第85号議案～第96号議案

pick up!

高額医薬品等の使用増加及び物価高騰の影響による材料費の増額を行う。

　生後６か月から満３歳未満の教育・保育給付を受けていない児童
を対象に月10時間を上限として、就労要件を問わず、保育所など
で保育する事業であり、その設備基準や運営に関する基準を定める。

　藤枝市議員報酬等審議会の答申に基づき、議員報酬の額を一律５％程度引き上げる改定をするととも
に、令和７年８月７日付けの人事院勧告に基づき、国家公務員に対する給与の改定措置が行われること
に伴い、本市の市議会議員の期末手当を改定する。

◆「令和７年度藤枝市病院事業会計補正予算（第２号）」（第74号議案）

◆「藤枝市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例」（第80号議案）

◆ 藤枝市議会議員の議員報酬及び期末手当の支給並びに費用弁償条例の一部を改正する条例（第91号議案）

※各議案については、藤枝市議会
　ホームページをご覧ください。

❶ 人口減少対策における支援について
❷ 藤枝市立総合病院の経営について
❸ 公立中学校の部活動の地域移行について
❹ 孤独・孤立対策について 提言書は市議会ホームページに掲載して

いますので、ご覧ください。※建設経済環境委員会は、2月に提出予定です。

健康福祉教育委員会

市の主要事業における成果や課題の整理、施策の評価を２つの常任委員会で行い、
以下の項目を「提言書」として市長へ提出しました。
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❶ シティプロモーションの視点転換 
	  ―「市民が誇れるまち」に向けた
インナープロモーションの推進 ―
❷ 公共施設の在り方の見直し
❸ 防災体制の強化と次世代の担い手育成

発議案第20号　森の力再生事業の継続を求める意見書

静岡県に対して、令和７年度で第二期が終了する「森の力再生事業」およびその財源であ

る「森林（もり）づくり県民税」について、現行計画と同等の規模で、令和８年度から令

和17年度までの延長を要望しました。

　令和８年１月臨時議会が開催され、国の「強い経済を実現する総合経済対策」に伴い、長期化する物
価高騰の影響を受けている市民を支援するとともに、市内消費の活性化や拡大につなげるため、本市独
自の市民生活応援商品券の配布に必要な経費や、子育て世帯に対して、物価高対応子育て応援手当によ
る支援を行うための「令和７年度一般会計補正予算（第８号）」（第１号議案）が上程され、原案のとお
り可決されました。

令和８年１月臨時議会報告　日程：１月９日（１日間）

令和７年度一般会計補正予算（第８号）

　国の「重点支援地方交付金」を活用し、長期化する物価高騰による市内消費の落ち込みを緩和する
とともに、購買活動の活性化による消費拡大につなげるための支援

　長期化する物価高騰の影響を強く受けている子育て世帯に対して、こどもたちの健やかな成長を応
援するための支援

◆オリジナル商品券による市民生活の支援 	  11億2,100万円

◆物価高対応子育て応援手当による子育て世帯の支援 	  4億4,500万円

・対象者：藤枝市の住民基本台帳に登録がある市民（令和８年１月１日現在）
・金額：１人あたり7,000円分（1,000円分の商品券×７枚）
・配布時期：４月以降（予定）
・利用期間：６月～	12月（予定）

・対象者：児童手当支給対象児童（令和７年９月30日時点）を養育する父母等
　※対象児童には、令和７年10月１日から令和８年３月31日までに生まれる新生児を含む
・金額：児童１人あたり２万円（平成19年４月２日から令和８年３月31日に出生した児童）
・支給時期：令和８年２月10日㈫から順次支給を開始します。

令和８年度 予算編成に向けて、議会から市へ提言

総務委員会
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日
本
共
産
党

議
員

石
井
　
通
春

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

増
田
　
克
彦

●�議員が市の一般事業に対して、執行状況や

将来の方針をただしたり、政策的な提言を

行います。質問は１議員50分以内です。

●一般質問コーナーの掲載記事は、発言議員

　本人からの寄稿によるものです。

●�市ホームページで議会録画映像の配信や

「会議録の検索」により一般質問など本会

議の詳しい内容も、ご覧になれます。
11月定例月議会の一般質問は、

12月３日（水）、４日（木）、５日（金）の
３日間にわたり行われました。 インターネット議会中継

会議録検索システム

問
台
風
15
号
の
被
害
を
２
日
か
け
て
伺
っ
た
。
も
う
少
し

雨
が
降
れ
ば
逃
げ
場
が
な
く
命
に
関
わ
る
な
ど
深
刻

だ
っ
た
。
平
成
25
年
議
会
で
改
善
を
求
め
、
市
長
自
ら

調
査
し
た
上
で
、
一
定
の
対
策
が
な
さ
れ
た
が
、
昨
今

の
雨
量
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

答
地
域
住
民
の
意
見
を
聴
き
、
実
情
に
合
っ
た
改
善
方
法

の
検
討
を
進
め
る
。

問
ま
ち
づ
く
り
は
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
べ
き
で

あ
る
が
、
複
雑
な
仕
組
み
の
再
開
発
事
業
は
、
不
動
産

会
社
（
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
）
が
主
体
と
な
る
。

答
９
街
区
の
再
開
発
は
、
複
数
の
主
要
な
権
利
者
が
中
心

と
な
り
進
め
る
、
法
令
に
基
づ
く
適
正
な
事
業
で
あ
る
。

問
あ
る
地
権
者
か
ら
話
を
聞
い
た
が
、「
最
後
ま
で
、
誰

が
言
い
始
め
た
の
か
判
ら
な
か
っ
た
」
と
の
声
で
あ
る
。

答
1
人
で
も
反
対
者
が
い
れ
ば
、
事
業
を
進
め
る
事
を
し

な
い
よ
う
に
手
続
を
行
っ
て
い
る
。

問B
iV
i

の
空
き
テ
ナ
ン
ト
は
市
民
の
関
心
が
高
い
。
土

地
は
市
が
所
有
、
ビ
ル
は
大
和
リ
―
ス
が
所
有
。
テ
ナ

ン
ト
代
は
大
和
リ
ー
ス
の
収
入
だ
が
、
駅
前
一
等
地
の

公
有
地
を
売
却
す
る
こ
と
な
く
、
商
業
テ
ナ
ン
ト
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

答
女
性
や
若
者
に
訴
求
力
の
あ
る
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
を
誘
致

し
新
装
開
業
を
目
指
す
。
年
度
内
に
は
方
向
性
を
示
す

予
定
。

兵
太
夫
中
地
区
の
水
路
氾
濫
対
策
に
つ
い
て

駅
北
再
開
発
事
業
とB

iV
i

の
再
興
に
つ
い
て

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
と

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
藤
枝
の
シ
テ
ィ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ど
う
定
義
し

て
い
る
か

答「
藤
枝
ら
し
さ
」
は
、「
ほ
ど
よ
く
都
会
。
ほ
ど
よ
く
田

舎
。」
に
集
約
さ
れ
、都
市
機
能
の
利
便
性
や
進
化
に
よ

る
「
ま
ち
の
躍
動
感
」、
溢
れ
る
自
然
や
人
の
温
か
さ
、

文
化
な
ど
「
豊
か
な
暮
ら
し
」
を
表
し
て
い
る
。

問
現
状
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
は
？

答
定
住
・
来
訪
人
口
の
拡
大
を
目
標
に
、
４
Ｋ
施
策
や
ス

マ
ー
ト
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
な
ど
強
み
を
活
か
し
た

土
台
づ
く
り
と
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

を
活
用
し
た
戦
略
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
。

問
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
、
イ
ン
ナ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か

答
定
住
・
定
着
を
重
視
し
、
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
と
思
え
る
環
境
づ
く
り
を
強
化

す
る
。
市
民
参
加
型
事
業
な
ど
で
共
感
を
高
め
、
内
外

両
面
の
戦
略
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く
。

問
庁
内
の
体
制
整
備
や
横
断
的
な
連
携
強
化
は
？

答
来
年
度
、
民
間
か
ら
「
地
域
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を

登
用
す
る
と
と
も
に
、
広
報
課
内
に
「
広
報
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
担
当
」
を
新
設
す
る
。

問『
選
ば
れ
る
ま
ち
藤
枝
』
の
実
現
に
向
け
た
構
想
は
？

答「
選
ば
れ
る
」
た
め
に
は
安
心
・
活
躍
・
成
長
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
土
台
づ
く
り
と
と
も
に
、
市
民
の
誇
り
と

発
信
に
よ
る
好
循
環
を
生
み
出
し
、
移
住
戦
略
や
新
た

な
戦
略
で
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
る
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藤
の
ま
ち
未
来

議
員

岡
村
　
好
男

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

川
島
美
希
子

藤
新
会

議
員

大
石
　
心
平

問
高
柳
清
掃
工
場
解
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
う
。

答
大
規
模
解
体
の
た
め
現
在
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
財
源
確
保
等
含
め
県
と
協
議
中
で
あ
り
、
決
定
次

第
対
策
委
員
会
に
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

問
昭
和
五
十
六
年
に
対
策
委
員
会
と
交
わ
し
た
確
認
書

(

地
域
振
興
と
生
活
環
境
整
備)

の
進
捗
を
伺
う
。

答
高
洲
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
整
備
や
周
辺
道
路
の
拡
幅
等
を

行
っ
た
。
広
場
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
設
置
や
廃
棄
物
兵
太

夫
最
終
処
分
場
の
廃
止
に
つ
い
て
は
今
後
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

問
今
後
の
跡
地
の
在
り
方
と
窓
口
に
つ
い
て
伺
う
。

答
本
市
と
し
て
は
跡
地
を
含
む
こ
の
地
域
の
振
興
に
繋

が
る
よ
う
高
洲
地
区
の
土
地
利
用
構
想
を
踏
ま
え
地

元
の
声
を
聞
き
施
策
の
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
窓

口
に
つ
い
て
は
対
策
委
員
会
の
ご
意
見
等
を
踏
ま
え

適
切
な
部
署
を
構
え
て
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
と
高
柳
地
区
の
市
街
化
区
域
に

隣
接
す
る
調
整
区
域
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
高
柳
地
区
の
人
口
密
集
地
区
は
、
広
域
交
通
ア
ク
セ

ス
性
も
良
く
産
業
立
地
や
住
宅
ニ
ー
ズ
が
高
い
地
区

と
考
え
、
先
行
す
る
高
岡
地
区
や
築
地
地
区
の
効
果

を
検
証
し
手
法
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

四
十
一
年
余
に
亘
る
高
柳
清
掃
工
場
の
無
事
故
・
無
災

害
記
録
は
対
策
委
員
会
と
職
員
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
で
あ

り
、
ま
さ
に
金
字
塔
で
す
。

高
柳
清
掃
工
場
跡
地
の
活
用
と

地
域
ま
ち
づ
く
り
は
！

問
令
和
７
年
度
に
西
益
津
小
と
高
洲
小
の
５
・
６
年
生
に

導
入
し
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答
教
員
と
児
童
の
間
で
接
し
方
が
難
し
い
場
合
で
も
関
係

性
が
続
く
こ
と
や
教
科
指
導
の
質
を
高
め
づ
ら
い
と
い

う
課
題
か
ら
、
複
数
の
教
員
が
一
つ
の
学
級
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当
す
る
チ
ー
ム
担
任
制
を
導
入
し
た
。

問
チ
ー
ム
担
任
制
に
つ
い
て
の
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

答
試
行
的
で
あ
り
小
学
校
高
学
年
の
み
で
、
学
校
が
総
合

的
に
判
断
し
て
導
入
す
る
か
を
決
定
す
る
。
中
学
校
で

は
導
入
す
る
予
定
は
な
い
。

問「
チ
ー
ム
担
任
制
」
の
評
価
は
い
か
が
か
伺
う
。

答
児
童
、
保
護
者
か
ら
も
お
お
む
ね
好
評
だ
が
、
仲
間
意

識
の
醸
成
に
時
間
を
要
す
る
等
課
題
も
見
え
た
。

問
慰
霊
碑
の
維
持
管
理
が
困
難
に
な
っ
た
遺
族
会
に
対
す

る
支
援
、
国
の
補
助
に
つ
い
て
伺
う
。

答
遺
族
会
・
地
元
で
意
向
を
検
討
い
た
だ
き
、
撤
去
や
移

設
な
ど
方
針
が
定
ま
れ
ば
国
の
制
度
の
活
用
を
含
め
可

能
な
限
り
必
要
な
支
援
に
取
り
組
む
。
国
の
補
助
制
度

は
今
年
度
か
ら
事
業
費
の
上
限
が
２
０
０
万
円
に
増
額

さ
れ
、
１
０
０
万
円
ま
で
補
助
さ
れ
、
移
設
や
埋
設
に

加
え
て
補
修
も
可
能
と
な
っ
た
が
、
事
業
実
施
は
市
と

な
る
た
め
、
地
域
の
皆
様
の
事
情
を
丁
寧
に
伺
い
、
必

要
な
支
援
に
取
り
組
む
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

戦
没
者
の
皆
様
の
勇
気
と
献
身
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
の「
チ
ー
ム
担
任
制
」に
つ
い
て

戦
没
者
慰
霊
碑
に
つ
い
て

問「
藤
枝
型
デ
ジ
タ
ル
機
器
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策

定
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
速
や
か
に
策

定
し
、
こ
ど
も
・
保
護
者
・
家
庭
へ
の
普
及
・
啓
発
に

努
め
る
。

問
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
利
用
時
の
姿
勢
に
配
慮
し
た
物

理
的
な
環
境
整
備
の
考
え
を
伺
う
。

答
成
長
期
の
児
童
生
徒
の
健
康
に
配
慮
し
、
机
の
広
さ
や

視
線
の
高
さ
な
ど
、
よ
り
良
い
利
用
環
境
と
な
る
よ
う

財
政
面
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
の
考
え
を
伺
う
。

答
志
太
医
師
会
と
連
携
し
検
査
機
器
を
導
入
し
、
脊
柱
側

弯
症
の
早
期
発
見
に
努
め
る
。

問
家
庭
に
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
の
支
援
や
啓
発
強
化
に
つ
い

て
伺
う
。

答「
藤
枝
っ
子
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
機
安
全
宣
言
」
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
家
庭
と
連
携
し
た
啓
発
を
進
め
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

I
C
T
教
育
と
子
ど
も
の
健
康
保
持
を
両
立
さ
せ
る
こ

と
は
、
将
来
世
代
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
で
す
。
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
I
C
T

を
活
用
で
き
る
環
境
を
今
後
も
実
現
し
て
頂
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

市
内
の
小
中
学
生
の
教
育
環
境
と

健
康
に
つ
い
て
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藤
新
会

議
員

山
川
　
智
己

藤
新
会

議
員

深
津
　
寧
子

公
明
党

議
員

大
石
　
保
幸

来
年
度
予
算
編
成
方
針
と

今
後
の
市
政
経
営
に
つ
い
て

問
本
市
独
自
の
少
子
化
対
策
の
進
捗
と
成
果
は
？

答
経
済
的
安
定
と
し
て
新
産
業
の
創
出
や
拠
点
づ
く

り
を
、
出
産
・
子
育
て
環
境
の
充
実
と
し
て
伴
走

型
支
援
や
保
育
施
設
の
充
実
に
努
め
て
き
た
。
こ

れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
昨
年
度
は
出
生
数
が
増
加

に
転
じ
、
子
育
て
世
代
も
転
入
超
過
と
な
っ
た
。

問
本
市
の
財
政
状
況
は
？

答
未
来
へ
の
投
資
と
な
る
大
型
事
業
に
計
画
的
か
つ
着
実

に
取
り
組
ん
で
い
る
一
方
、
社
会
保
障
費
の
増
加
や
物

価
・
人
件
費
の
高
騰
、
市
債
残
高
や
公
債
費
の
増
加
に

よ
り
、
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
を
迎
え
て
い
る
。

問
来
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は
？

答「
未
来
へ
繋
が
る
、持
続
可
能
な
藤
枝
の
実
現
」
を
テ
ー

マ
に
、
将
来
へ
の
成
長
に
繋
が
る
実
効
性
の
確
保
に
取

り
組
む
。
全
事
業
総
点
検
シ
ー
ト
に
よ
る
事
業
の
見
直

し
や
、
部
別
包
括
予
算
の
一
般
財
源
額
に
対
す
る
３
％

の
シ
ー
リ
ン
グ
等
を
行
い
、
当
初
予
算
規
模
は
昨
年
度

か
ら
増
額
と
な
る
６
８
０
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
に
よ
り
、
本
市
の
予
算
編
成
や

市
政
経
営
も
例
外
な
く
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
ら
れ
る

よ
う
、
市
民
の
た
め
の
事
業
の
見
直
し
や
新
た
な
取
り

組
み
を
推
し
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
地
域
公
共
交
通
計
画
の
５
年
間
を
振
り
返
る
中
で
、
現

在
の
成
果
と
課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
移
動
ニ
ー
ズ
や
意
見
を
、

今
後
の
計
画
や
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
見
直
し
に

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
路
線
の
延
伸
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
な
ど
に
よ
り
利

便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
一
方
で
、
認
知
度
の
低
さ
や

乗
継
ぎ
が
不
便
で
あ
る
な
ど
課
題
も
確
認
さ
れ
た
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
踏
ま
え
、
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
と
利
用
促
進
を
行
う
。
引
き
続
き
、

デ
マ
ン
ド
運
行
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
効

率
的
で
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
維
持
、
確
保
・
拡
充

を
図
る
。

問
フ
レ
イ
ル
期
に
お
け
る
介
護
予
防
の
重
要
性
が
高
ま
る

中
で
、
支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
方
へ
の
対
応
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
地
域
で
の
参
加
型
活
動
や
相
談
支
援

の
充
実
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
介
護
予
防
で
は
、
多
面
的
な
課
題
を
早
期
に
把
握
し
対

応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
市
と
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
で
は
「
ふ
じ
え

だ
ア
ク
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ブ
」
な
ど
の
住
民
主
体
の
参
加
型

活
動
が
進
ん
で
い
る
。
相
談
に
つ
な
が
り
に
く
い
方
に

つ
い
て
も
、
市
と
関
係
機
関
が
連
携
し
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
て
い
る
。
今
後
も
地
域
全
体
で
介
護
予
防
を
推

進
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
移
動
ニ
ー
ズ
と

地
域
交
通
政
策
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

介
護
予
防
の
推
進
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
地
域
福
祉
計
画
の
中
の
「
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
計
画（
案
）」は
、本
市
に
と
っ

て
初
め
て
の
計
画
と
な
る
が
、
推
進
体
制
を
伺
う
。

答
地
域
の
多
様
な
主
体
が
参
画
す
る「
重
層
的
支
援
会
議
」

に
、
県
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
専
門
家
も
加
え
体
制

を
強
化
し
て
推
進
し
て
い
く
。

問
次
期
「
耐
震
改
修
促
進
計
画
（
案
）」
で
は
、
申
請
者

の
一
時
的
な
費
用
負
担
を
軽
減
す
る「
代
理
受
領
制
度
」

が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
実
施
時
期
を
伺
う
。

答
令
和
８
年
度
か
ら
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

問
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
こ

と
か
ら
、
補
助
額
を
拡
充
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

答
制
度
創
設
当
初
の
30
万
円
か
ら

現
在
の
100
万
円
ま
で
段
階
的
に

補
助
額
を
拡
充
し
て
市
民
の
費

用
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
き
た

が
、
建
設
資
材
の
高
騰
な
ど
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
か
ら
補
助

額
の
拡
充
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
県
で
は
年
度
途
中
か
ら
県･

市
町
・
中
小
企
業
が
連
携

し
て
の
「
中
小
企
業
等
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」
を
開

始
し
た
。
本
市
も
参
加
を
し
て
い
く
事
は
出
来
な
い
か
。

答
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
だ
が
、
来
年
度
か
ら
の
実
施

に
向
け
て
県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
年
度
か
ら
の

個
別
計
画
（
案
）
に
関
連
し
て

奨
学
金
返
還
へ
の
支
援
に
つ
い
て
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日
本
共
産
党

議
員

さ
と
う
ま
り
こ

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

遠
藤
久
仁
雄

藤
新
会

議
員

植
田
　
裕
明

問
本
市
の
主
な
公
共
施
設
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
男
性
用
ト

イ
レ
の
方
が
多
か
っ
た
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
女
性
ト
イ
レ
で
洋
式
が
少
な
く
混
雑
し
て
困
る
」
と

い
う
声
が
出
て
い
る
。
改
善
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
本
年
度
中
に
、
一
階
ト
イ
レ
２
か
所
を
洋
式
化
。
後
、

段
階
的
に
洋
式
化
す
る
。

問
各
公
共
施
設
で
ト
イ
レ
の
数

と
利
用
者
数
を
試
算
す
る
と
、

全
て
洋
式
化
で
き
て
も
、
男

女
の
待
ち
時
間
の
差
は
女
性

の
方
が
４
・
５
倍
程
長
い
が
。

答
既
存
ト
イ
レ
で
は
ス
ペ
ー
ス

に
限
界
。
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ

て
は
男
性
用
の
一
部
を
女
性

用
に
す
る
な
ど
、
利
用
者
の

意
見
を
聞
い
て
男
女
格
差
の

改
善
を
研
究
す
る
。

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
和
式

ト
イ
レ
に
は
手
す
り
の
設
置

を
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

答
設
置
を
検
討
す
る
。

問
災
害
時
の
避
難
所
ト
イ
レ
も
心
配
。
女
性
ト
イ
レ
は
男

性
用
の
３
倍
必
要
（
国
際
基
準
）
と
、
周
知
啓
発
の
強

化
を
。

答
資
機
材
へ
の
シ
ー
ル
や
ス
テ
ッ
カ
ー
の
表
示
、
公
共
施

設
等
の
ト
イ
レ
へ
の
表
示
も
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め

て
い
く
。

女
性
ト
イ
レ
の
行
列
問
題
に
つ
い
て

問
令
和
６
年
度
実
施
の
『
経
年
変
化
分
析
調
査
』（
３
年

ご
と
に
実
施
し
、
毎
回
同
じ
よ
う
な
問
題
を
出
す
が
非

公
表
。
全
国
で
抽
出
さ
れ
た
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年

生
が
解
答
）
の
結
果
を
国
が
分
析
。
そ
の
結
果
は
全
教

科
、
全
学
年
に
渡
り
下
が
っ
た
。
本
市
は
こ
の
要
因
は

何
と
考
え
る
か
伺
う
。

答「
経
年
変
化
分
析
調
査
」
は
、対
象
校
も
非
公
開
で
あ
り
、

本
市
の
傾
向
等
は
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、
毎
年
実
施

す
る
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
市
独
自
の
分

析
結
果
で
は
、
こ
こ
数
年
、
小
中
学
校
共
に
国
や
県
を

上
回
る
大
変
良
好
な
結
果
で
あ
り
、
質
の
高
い
授
業
を

積
み
重
ね
て
き
た
結
果
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
次
期
「
学
習
指
導
要
領
改
訂
」
が
近
づ
い
て
い
る
。
教

育
課
程
の
柔
軟
化
に
よ
る
「
調
整
授
業
時
数
制
度
」
の

創
設
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
時
間
を
、
子
ど
も
た
ち
の

力
と
な
る
よ
う
、
岡
部
中
学
校
で
伝
統
的
に
行
っ
て
い

る
総
合
的
な
学
習
『
馥
郁
（
ふ
く
い
く
）』
を
市
内
で

広
め
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

答
子
ど
も
た
ち
が
、
実
社
会
や
実
生
活
の
中
で
課
題
を
見

つ
け
、
情
報
の
収
集
・
整
理
・
分
析
を
行
い
発
表
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
き
る
力
や
社
会
へ
の
参
画
意
識
を
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
結
果
、
こ
の
考
え
は
、
今
で
は
市

内
の
小
中
学
校
に
広
ま
っ
て
い
る
。
今
後
の
教
育
課
程

の
柔
軟
化
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
時
間
を
活
用
し
、
本

市
の
子
ど
も
た
ち
が
探
求
す
る
力
を
身
に
付
け
、
豊
か

な
未
来
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

不
登
校
や
学
力
低
下
問
題
等
と

次
期
「
学
習
指
導
要
領
改
訂
」

問
病
院
事
業
の
次
年
度
予
算
編
成
の
概
要

答
人
件
費
、物
価
高
騰
が
病
院
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。現

段
階
で
は
費
用
が
収
益
を
上
回
る
厳
し
い
収
支
見
通
し

だ
が
、創
意
工
夫
に
よ
る
収
支
改
善
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、次
回
の
診
療
報
酬
改
定
や
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
経
営
健
全
化
に
向
け
た
提
案
な
ど
も
勘
案
し
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
め
ざ
す
。

問
経
営
健
全
化
へ
の
道

答
地
域
連
携
に
よ
り
安
定
し
た
患
者
を
確
保
す
る
集
患
対

策
や
病
床
運
営
の
適
正
化
、業
務
量
に
応
じ
た
適
正
な

人
員
配
置
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
行
い
、職
員
一
丸

と
な
っ
て
、経
営
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。

問
お
塩
チ
ェ
ッ
ク
で
"
効

果
適
塩
"
事
業
の
実
情

答
高
血
圧
対
策
と
し
て
本

事
業
を
実
施
し
、
令
和

５
年
度
、
昨
年
度
と
も
、

約
１
万
１
千
人
が
受
検

の
結
果
、
男
女
と
も
に
国
の
目
標
値
よ
り
約
２
ｇ
摂
り

過
ぎ
て
い
る
。
減
塩
意
識
の
醸
成
と
行
動
変
容
の
促
進

に
よ
り
、
高
血
圧
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。

問
が
ん
対
策
推
進
条
例
の
さ
ら
な
る
充
実
化

答
平
成
30
年
か
ら
令
和
４
年
の
女
性
の
が
ん
死
亡
者
が
全

国
の
同
規
模
自
治
体
で
一
番
少
な
く
、
本
条
例
の
大
き

な
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

病
院
経
営
の
今
後
に
つ
い
て

健
康
・
予
防
日
本
一
に
つ
い
て

施設名
男性用 女性用 男女比

小便器 個室 合計 個室

市役所本庁 31 16 47 21 2.2：1

全市立小中学校合計 1,060 465 1,525 1,063 1.4：1

市民会館 16 7 23 15 1.5：1

市民ホールおかべ 16 5 21 14 1.5：1

生涯学習センター 15 6 21 15 1.4：1

藤枝市の公共施設トイレの状況抜粋 （単位：基）
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藤
新
会

議
員

油
井
　
和
行

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

八
木
　
　
勝

藤
新
会

議
員

薮
崎
　
正
幸

問
現
在
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
評
価
に
つ
い
て

答
一
人
当
た
り
の
医
療
費
の
増
大
や
、
団
塊
世
代
の
後
期

高
齢
者
医
療
へ
の
移
行
の
影
響
に
よ
り
、
基
金
を
取
り

崩
し
て
対
応
し
た
。
厳
し
い
状
況
下
で
も
、
過
去
十
三

年
間
国
保
税
を
据
え
置
き
な
が
ら
、
必
要
な
医
療
給
付

費
等
の
財
源
を
確
保
し
続
け
た
。
加
入
者
負
担
の
抑
制

と
制
度
の
持
続
性
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進

め
て
き
た
と
評
価
す
る
。

問
今
後
の
国
民
健
康
保
険
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て

答
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
の
高
度
化
、
物
価
や
人
件
費
の

上
昇
を
見
込
ん
だ
来
年
度
の
診
療
報
酬
の
改
定
に
よ
り
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
更
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ

る
。
国
保
制
度
の
安
定
運
営
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
財
政
運
営
の
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て

答
医
療
費
適
正
化
を
図
る
た
め
の
保
健
事
業
の
充
実
、
収

納
率
向
上
に
向
け
た
取
組
の
強
化
、
国
や
県
に
よ
る
制

度
的
支
援
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
か
つ
多
角
的
な
施
策

を
着
実
に
進
め
る
。

問
国
民
健
康
保
険
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

答
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
自
治
体
の
努
力
だ
け
で
は

持
続
が
困
難
な
構
造
的
な
課
題
が
深
刻
化
し
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
や
介
護
保
険
分
の
財
源
不
足
が
顕
著
。

　

来
年
度
か
ら
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
」
の
徴

収
が
開
始
さ
れ
、
新
た
な
負
担
が
加
入
者
に
生
じ
る
こ

と
と
な
り
、
現
行
の
税
率
で
は
財
政
均
衡
が
困
難
と
な

る
見
込
み
。
国
保
財
政
の
安
定
確
保
に
は
、
税
率
の
引

き
上
げ
を
早
急
に
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

藤枝市公式LINE QR 藤枝市HP QR

問
本
市
公
共
施
設
で
24
時
間
利
用
可
能
な

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
台
数
は

答
夜
間
・
休
日
を
問
わ
ず
24
時
間
利
用
で
き

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
51
台
あ
り
、
そ
の
他
24
時
間

営
業
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
一
部
の

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
で
も
利
用
可
能
。
既

に
市
内
全
て
の
小
中
学
校
や
中
山
間
地
域

の
消
防
団
詰
所
２
ケ
所
に
は
屋
外
型
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
２
台
設

置
済
み
。
今
後
は
、
屋
外
型
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
進
め

る
と
と
も
に
、
24
時
間
利
用
可
能
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
地
区
別

の
設
置
状
況
を
Ｈ
Ｐ
上
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
周
知
す
る
。

問
屋
台
位
置
サ
ー
ビ
ス(

Ｇ
Ｐ
Ｓ)�

の

導
入
効
果
と
検
証
に
つ
い
て
伺
う

答
屋
台
位
置
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
表
示

に
よ
り
来
訪
者
の
移
動
計
画
に
役

立
ち
、
混
雑
分
散
と
安
全
性
向
上

に
寄
与
し
た
。
利
用
は
前
回
比
２

割
増
と
好
調
な
一
方
、
表
示
の
見
や
す
さ
に
課
題
が
あ

り
、
今
後
多
言
語
化
や
混
雑
ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
な
ど
機
能

拡
充
も
含
め
て
実
行
委
員
会
に
提
案
し
て
い
く
。

問
情
報
発
信
強
化
に
向
け
観
光
Ｄ
Ｘ
基
盤
を
活
用
し
た
今

後
の
デ
ー
タ
連
携
・
分
析
に
つ
い
て
伺
う

答
デ
ー
タ
活
用
と
人
材
育
成
を
進
め
、
業
務
効
率
化
と

サ
ー
ビ
ス
高
度
化
を
図
り
、
誰
も
が
便
利
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

市
民
の
誰
も
が
使
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

藤
枝
大
祭
り
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
検
証
と

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

自
動
運
転
技
術
を
活
か
し
た
地
域
交
通
と

産
業
振
興
に
つ
い
て

問
少
子
高
齢
化
や
免
許
返
納
な
ど
に
よ
り
市
内
の
至
る
所

で
今
後
足
不
足
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
新
東
名
藤
枝
岡

部
イ
ン
タ
ー
付
近
へ
の
企
業
誘
致
も
考
え
、
本
市
に
市

街
地
か
ら
郊
外
へ
向
か
う
瀬
戸
川
や
朝
比
奈
川
沿
い
の

道
路
の
自
動
運
転
特
区
を
設
け
て
は
い
か
が
か
？

答
自
動
運
転
技
術
は
地
域
交
通
の
維
持
・
確
保
の
課
題

を
根
本
か
ら
解
消
す
る
有
効
手
段
の
一
つ
と
考
え
る
。

ま
た
ア
ク
セ
ス
性
の
高
い
イ
ン
タ
ー
周
辺
へ
の
産
業

誘
致
も
本
市
の
将
来
に
向
け
進
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
活
用
も
考
え
て
い
る
。

問
本
市
は
世
界
に
誇
れ
る
朝
比

奈
玉
露
の
産
地
で
あ
る
と
と

も
に
朝
比
奈
・
市
之
瀬
地
区

は
静
岡
県
の
抹
茶
生
産
の
元

祖
で
あ
る
。
い
ま
世
界
中
で

注
目
さ
れ
て
い
る
抹
茶
だ
か

ら
こ
そ
藤
枝
・
朝
比
奈
地
区
を
抹
茶
の
産
地
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
し
世
界
中
に
知
れ
渡
る
藤
枝
抹
茶
・
朝

比
奈
抹
茶
を
作
っ
て
は
い
か
が
か
？

答
抹
茶
の
産
地
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

ど
ち
ら
も
と
に
か
く
ス
ピ
ー
ド
感
が
大
事
。
民
間
感
覚

で
臨
機
応
変
に
な
る
べ
く
早
く
！

世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
を
活
か
し
た

抹
茶
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
！
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藤
の
ま
ち
未
来

議
員

寺
田
亜
記
子

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

平
井
　
　
登

問
昨
年
末
の
医
療
ひ
っ
迫
の
検
証
と
改
善
に
つ
い
て

答
昨
年
度
の
医
療
ひ
っ
迫
を
受
け
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
な

ど
基
本
的
な
感
染
対
策
を
早
期
か
ら
周
知
し
た
。
加
え

て
、
薬
局
と
連
携
し
た
啓
発
用
品
の
配
布
や
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
に
よ
る
備
蓄
の
呼
び
か
け
を
行
い
、

医
療
ひ
っ
迫
緩
和
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
医
療
相
談
ア
プ
リ「HELPO

」に
つ
い
て

答「H
ELP
O

」
は
24
時
間
３
６
５
日
相
談
で
き
、
急
な
こ

ど
も
の
体
調
不
良
な
ど
へ
の
不
安
軽
減
に
役
立
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
健
診
や
健
康
イ
ベ
ン
ト
で
積
極
的
に
紹

介
し
て
多
く
の
市
民
の
方
に
利
用
し
て
貰
い
た
い
。

問
救
急
医
療
の
適
切
な
利
用
や
理
解
に
つ
い
て

答
広
報
で
の
周
知
、
救
急
の
日
の
街
頭
啓
発
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
必
要
な
人
が
必
要
な
時
に
受

診
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
救
急
医
療
体
制
の
維
持
に
努

め
る
。

問
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
藤
枝
み
ん
な
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
地

域
の
在
宅
医
療
体
制
に
ど
う
貢
献
す
る
の
か

答
在
宅
医
療
や
看
取
り
を
担
う
医
師
の
育
成
を
進
め
、
入

院
か
ら
在
宅
ま
で
一
体
的
に
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え

る
。
市
民
向
け
の
説
明
会
や
広
報
で
役
割
を
丁
寧
に
伝

え
、
地
域
の
身
近
な
医
療
拠
点
と
し
て
市
民
の
安
心
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

藤
枝
市
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た
い
。
そ
ん
な
想
い

に
寄
り
添
え
る
ま
ち
を
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
と
一

緒
に
目
指
し
て
い
き
ま
す
！

感
染
症
大
流
行
と
地
域
医
療
に
つ
い
て

被
災
者
空
き
家
仮
住
ま
い
制
度
な
ど

空
き
家
対
策
の
高
度
化
に
つ
い
て

問
賃
貸
型
応
急
住
宅
制
度
は
、
民
間
の
賃
貸
住
宅
を
被
災

地
の
自
治
体
が
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
借
り
上
げ
、
被

災
者
に
仮
住
ま
い
と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
、
事
前
登

録
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
登
録
状
況
を
伺
う
。

答
現
在
、
県
に
登
録
さ
れ
て
い
る
藤
枝
市
内
で
の
空
き

室
・
空
き
家
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

問
県
内
21
市
町
で
１
７
１
７
戸
の
登
録
が
あ
る
。
本
市
と

し
て
、
な
ぜ
宅
建
業
者
に
対
し
被
災
者
支
援
の
た
め
の

本
制
度
を
重
視
し
、
登
録
推
進
さ
れ
な
い
の
か
伺
う
。

答
い
ち
早
く
安
全
な
仮
住
ま
い
を
被
災
者
に
提
供
す
る
こ

と
は
大
事
で
あ
る
。
Ｈ
Ｐ
等
で
「
賃
貸
型
応
急
住
宅
」

の
事
前
登
録
制
度
を
周
知
し
、
宅
建
業
協
会
や
移
住
定

住
支
援
団
体
「R

ashiku

」
と
の
連
携
を
図
り
事
前

登
録
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
本
事
業
は
放
置
竹
林
の
皆
伐
及
び
林
種
転
換
を
対
象
に

補
助
し
て
き
て
い
る
が
特
産
の
タ
ケ
ノ
コ
振
興
と
な
る

竹
林
再
整
備
（
再
生
）
等
に
方
針
転
換
し
た
ら
ど
う
か
。

答
タ
ケ
ノ
コ
産
地
と
し
て
有
効
と
な
る
の
で
再
生
事
業
に

つ
い
て
も
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
に
検
討
し
て
い
く
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

タ
ケ
ノ
コ
特
産
地
の
再
興
に
向
け
、
放
置
竹
林
の
再
整

備
や
伐
採
竹
の
資
源
化
に
取
組
む
生
産
者
、
企
業
、
団

体
等
も
支
援
さ
れ
た
い
。

求
め
ら
れ
る

竹
林
対
策
事
業（
市
単
）の
見
直
し

消防団との意見交換会を開催 令和７年12月22日

　災害発生時の消火活動や交通誘導はもちろんのこと、
防災訓練や地域イベントへの参加、火災予防の啓発活
動など、さまざまな活動を通じて私たちの暮らしを守る消
防団の皆さんと意見交換を行いました。
　日 の々活動において課題となっていることや、解決に
向けた声を伺う機会となりました。
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行政視察報告令和7年度

総務委員会行政視察

建設経済環境委員会行政視察

健康福祉教育委員会行政視察

議会改革特別委員会行政視察

　千葉市は『みんなでつくる「快（ここちよく）適（ちょう
どいい）」なまち』を目指し、スマートシティ推進ビジョン
を令和４年３月に策定。あらゆる分野を市民目線で５つに
分類し、市民ニーズや地域課題に基づく様々な取り組みを
分野横断的に推進している。

　国交省の「官民連携まちなか再生推進事業」を活用し、令
和５年に「津市大門・丸之内地区未来ビジョン」を策定した。
お城公園など広場をイベント会場にする、シェアサイクルな
ど移動手段を導入する、空きや空き店舗の実態調査で出店
を支援する、地域ホームページの作成、公共空間の清掃美化
など５つの目標をかかげ様々な取り組みを行っている。
　自治会、商工会、商店街、などとチームを組んで事業を
行っているが、どうしても官主導となり、お膳立ては市がほ
とんど行っているのが課題であるとの事であった。

　尾張旭市は、認知症高齢者の割合の増加により、軽度認
知前段階の「軽度認知障害（MCI）」の早期発見・対応と
して、平成25年から『あたまの元気まる』事業（脳の健
康チェックテスト）に取り組んでいる。令和６年度にVR
（バーチャルリアリティー）を使用した認知機能セルフ
チェックにリニューアルしたことで、受験者時間も短くな
り、簡易的な結果がスコアとしてすぐに確認できることな
どから利用者数も増加し、理解が広まっている。

　議会基本条例に「おおむね４年ごとに検証する」と定
め検証サイクルを作成。４段階評価を行い、会派で意見
集約し議論は議会運営委員会で行う。「決算と予算の連動」
についても、議会基本条例に明記しており、事務事業評
価の政策サイクルを実施。評価する際の「事業評価カルテ」
には、人件費についても記載しており、決算審査の前に
は代表監査委員による監査内容の講評を実施している。

　議会基本条例の検証は４年のサイクルで実施されてお
り、現在は３回目を行っている。議員任期３年目に検証
シートで各条項を評価し、４年目に必要に応じて改正を協
議する流れが確立されている。検証体制は内容により異
なり、議会の機能強化については議会運営委員会が、広
報広聴に関する条項については広報広聴委員会がそれぞ
れ担当する組織体制となっている。

令和７年１０月２３日　千葉県千葉市

令和７年10月22日　三重県津市

令和７年１０月２３日　愛知県尾張旭市

千葉市スマートシティ推進ビジョンについて

津市大門・丸之内地区未来ビジョンについて

認知症対策（「あたまの元気まる事業」）ついて

議会改革の取り組みについて
議会基本条例の検証　他

内　容

内　容

内　容

内　容

　将来もいきいきとしたまちであり続けるために、市と
関わりのある皆さんのシビックプライドを高めることを
目的として、「シビックプライド条例」を全国の自治体で
初めて制定した相模原市の、継続居住促進、認知度向上、
転入促進などの取り組みを学んだ。

　交通の要衝である事から市の人口は増加を続けている一
方で、駅前広場は狭く、周辺には自動車も入れない狭い住
宅もあり、渋滞も慢性化している事から、鉄道高架化（愛
知県施行）と一体となる形で駅北再開発事業が進められて
いる。
　ビルを作る再開発と同時に、駅周辺の区画整理事業も
並行して実施しており、狭い路地や鉄道高架化による踏切
の解消など、広範囲での再開発が行われていた。

令和７年１０月２４日　神奈川県相模原市

令和７年10月23日　愛知県知立市

令和７年10月27日　東京都多摩市議会

令和７年10月28日　千葉県成田市議会

さがみはらみんなのシビックプライド条例について

知立駅周辺整備事業について

内　容

内　容

相模原市行政視察のようす

津市行政視察のようす

尾張旭市行政視察のようす

成田市行政視察のようす
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広報広聴委員会行政視察

　静清高校の文理探究科の生徒25名が来庁しました。
当日は、高校生が総合的探求の時間でテーマとして
いる「介護福祉」、「防災」などの６グループにわかれ、
議員と意見交換を行い、グループごとに出た意見をま
とめ、議場にて発表しました。

静清高校生との意見交換会を開催 令和８年１月９日

　松阪市議会は、対話重視の「議員と話す会」や少人数制の「出前トー
ク」を導入し、市民の声を聞く環境を構築。市議会だよりの改善や
WEB公開、職員主体の動画配信など、予算を抑えた広報も特徴であ
る。意見を政策に繋げる仕組み作りが課題ですが、「即実行し改善する」
姿勢や正副議長が関与する推進体制は取組を継続的に推進する上で重
要な要素である。

令和７年１１月６日　三重県松阪市

市議会だよりのウェブ版、議員と話す会、
議員と話す出前トークについて

内　容

　伊勢市議会は全議員参加型の体制で改革を推進している。小学6年生対象の「議会ツアー」や、聴取を重視した「高校生
との意見交換会」など、学校教育と連携した主権者教育が特徴。若者の意見を政策へ繋げる仕組みや運営負担が課題だが、
既存の機材を活かした配信手法や議会全体の改革姿勢は本市の参考になると感じた。

令和７年１１月７日 三重県伊勢市

議会ツアー、　高校生議会について内　容

松阪市行政視察のようす

生徒たちの感
想

■ 選挙期日の告示日／４月12日㈰
■ 投　開　票　日／４月19日㈰

藤枝市議会議員選挙が行われます。
令和８年４月30日任期満了に伴い、

藤枝市選挙管理委員会より  お知らせします

問い合わせ　藤枝市選挙管理委員会　電話：643-3818

1111
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本会議可決

建設経済環境委員会

　藤枝岡部町内谷工業用地の造成工事や都市計画道路三輪立
花線、焼津岡部線の整備に伴い、新たな用水路と市道（農道）が
必要になるため、用地買収を行い、用水路と農道（市道）の付替
え工事を実施するものである。現地の状況、今後の計画などに
ついて確認し、委員会として可決すべきものと決定しました。

第70号議案
令和７年度藤枝市一般会計補正予算（第６号）
岡部町内谷地区工業用地関連道路整備事業費

本会議可決

本会議可決
健康福祉教育委員会

　病床数の変更、訪問看護事業や家庭医療センターの設置等
に伴う改正であり、現在改修工事中の家庭医療センター設置場
所の現地審査を行い、委員会として可決すべきものと決定しま
した。

第82号議案
藤枝市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

総務委員会

　現在、この施設の指定管理者となっている「玉取むらづくり
会議」を、令和８年４月１日から５年間、引き続き指定管理者
として指定するもの。
　現地審査を実施し、現状の活用状況等の確認を行うととも
に、委員会では地域の方と協議をしながら、運営を継続でき
るような体制づくりを進めていくことなどを確認し、委員会と
して可決すべきものと決定しました。

第83号議案
藤枝市朝比奈活性化施設の指定管理者の指定について

２月　　１６日 本会議１日目（☆）
　　　　　　　　　議案上程等
　　　　２６日 本会議２日目（☆）
　　　　　　　　　代表質問
　　　　２７日 本会議３日目（☆）
　　　　　　　　　一般質問
３月　　　２日 本会議４日目（☆）
　　　　　　　　　一般質問・議案質疑等
　　　　　３日 現地審査

　　　　　４日 予算委員会①
　　　　　５日 予算委員会②
　　　　　６日 予算委員会③
　　　　　９日 常任委員会
　　　　１０日 予算委員会④
　　　　１１日 予算委員会⑤
　　　　１９日 本会議５日目・採決等（☆）

藤枝市議会ホームページ

 ２月定例月議会は、２月16日から３月19日まで
の32日間で開かれる予定です。

本会議、委員会は予約なしで傍聴可能です。
☆は、藤枝市議会ホームページでもご覧いただけます。
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